
今回、当財団の直近３ケ月間の活動を纏めた報告書『JAEF REPORT No.270』についてお知

らせします。本号での報告事項は以下の通りです。 

 

◆ 「理事会、評議員会を実施」 

・第 37 回理事会及び第 15 回評議員会で、令和 7 年度事業報告・決算の承認とともに、評議

員の一部選任が行われました。 

 

◆ 「令和 8 年度自動車技術教育用教材提供 応募状況」 

・今年度のメニューでは「スキャンツール」をリニューアル。整備と検査を 1 台で行えるよ

うになりました。 

・6 月 30 日現在で計 114 校から応募があり、今年度の対象地域（全国を 3 分割）では過去

最多となっています（前回：R5 年度に対し、4 校増）。 

・応募数の多い教材は、1 位が「分解組立用汎用エンジン」45 校、2 位が「EV ミニカート・

キット」23 校となっています。 

 

◆「43 都道府県の研修会(236 件)に講師を派遣」 

・今年度 4～6 月は、43 都道府県 236 件の研修会に専門講師を派遣し、合計 78,962 名に受

講いただきました。 

・財団では、令和 7 年度より受講生徒を対象としたアンケートを開始しました。 

4～6 月、計 95 校 26,094 名の回答を得て、当該期間でも顕著な成果が確認できました。 

ex.）『自動車技術教育研修受講後にクルマに対する興味が深まったか』の回答「たいへんそ

う思う」「少しそう思う」：計 91％ 

 

◆「令和 8 年度 JAEF 研修会の参加者を募集」 

・JAEF 研修会は施設見学や体験実習などをセットにして行い、参加された先生方から高い評

価をいただいています。 

・今年度は、7/29 に日本自動車研究所（茨城県つくば市）、8/5 に富士スピードウェイ（静

岡県駿東郡小山町）にて開催します。 

 

◆「動画学習サイト『早わかり！クルマ塾』に国内調査報告動画を掲載」 

・モビリティハブは、複数の交通手段を結びつける交通の結節点として機能する拠点です。 

様々な自治体でモビリティハブの実証実験が進められており、その普及に向けた課題を 3 回

のシリーズ動画で紐解いていきます。今回はその第 1 弾です。 

当動画は以下 URL よりご覧いただけます。 

https://jaef.or.jp/6-kurumajuku/johokan/latest-news/index.htm#ch25 

 

※『JAEF REPORT No.270』の内容詳細は、以下 URL よりご覧ください。 

https://jaef.or.jp/wp-content/uploads/2026/07/JAEF-REPORT-No.270.pdf 

 

日本自動車教育振興財団 メルマガ事務局 

【読者の皆さまへ】 

私どもは、先生方や高校生の皆さんにより有益なご支援を提供してまいりたいと考えてお

ります。 

つきましては、当財団の事業やご支援メニューについて、ご意見やご要望等をお寄せくださ

い（以下のいずれかの方法にてお願いします）。 

1. 当メルマガに返信 

2. SNS でのコメント、返信  

ツイッター   https://twitter.com/jidousyakyouiku 

フェイスブック https://www.facebook.com/jaef2019/ 
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